
 

 
 

 

 

１、本校のＮＩＥの現状など 

  ①本校も授業に新聞を活用するのは盛んである。それは私が知っているだけでも国語、地歴

・公民、理科、家庭、情報などかなりの教科に及ぶ。例えば地歴科では夏の戦争特集を参

考資料にして学習プリントを作成、調べ学習をしている。また理科では原発・地震の問題

を新聞記事より切り抜いて考えさせている。 

 ②また生徒や職員による新聞投稿も活発である。 

    因に２００８年度は都合１２回掲載された。それを使ってさらに学習討論してもいる。 

 ③大本営予定松代地下壕の取り組みについては本校の郷土研究班が先鞭をつけ現在もずっと

  継続しているが、地域の忘れてはならない戦争遺跡を高校生が純真な心で調査研究し、か

  つそれを保存・公開していく営みに対して、地域世論のオピニオンリ－ダ－としての新聞

  が温かく何度も何度も紹介してくれた結果、今では松代大本営即「俊英高校がやっている

  」と知れ渡っている。 

 

２、ＮＩＥで高めたい力は 

  ①新聞は自分たち（高校生）と関係ない雲の上の存在で高尚な方が著しているものなのだと

  いう意識を変え、高校生が真摯に取り組めば新聞はそれを適切にとりあげてくれる身近な

  存在なのだと親しみを持てるようにさせ、さらには新聞の力に（又は新聞との協力に）よ

  って地域や世界を変えることもできるのだ、という自信・実感を持たせたい。ただし自ら

  はそれで増長するのでなく、ますます謙虚になるようにしつつ。 

 ②新聞の内容を鵜呑みにしてはいけない（間違ったり、或いは適切でない報道をする等の）

  ということを、先輩がずっと取り組んでいるマツシロの取り組みの報道の長年の切り抜き

  の中より発見させたい。 

 ③ある事象に対する新聞の見方（とらえ方）も高校生の取り組みでもかなり変えることがで

  きるのだ、ということをマツシロの取り組み報道をずっと辿ることで確かめせたい。 

 

３、研究の内容 

               ※以下は形式にとらわれず記述します。 

 

     新聞報道とマツシロ、高校生 

         －－郷土研究班２４年をたどって－－ 

 

（１）、高校生の取り組みのこれまで 

   高校生（長野俊英高校郷土研究班）が大本営予定松代地下壕群（マツシロ）の調査などに

 取り組んで今年で２４年が経ちます。お陰様で 

①保存・公開・案内・交流 

 

      新聞と高校生、マツシロ 
 

                                実践校 第１年次  長野俊英高校 土屋 光男 



  願いに応えて下さった長野市により一部ではありますが象山壕は一般公開され、これまで

 に１８０万人余りが訪れております。 

   また“高校生出前講座”となうっての見学者などへの案内・説明活動は都合４００回弱、

 案内合計２００００人を数えます。その体験を通して生徒は大きく成長します。 

②調査（聞き取り活動） 

    文献史料が殆ど無いマツシロは、聞き取り活動が主ですが、これまで地域の方々を中心に

 １３５人ほどの聞き取りを済ませその大半は冊子にしかつＤＶＤ化しつつあります。 

    そして当初は朝鮮の人々への“加害の地”であるという見方を、 

  ・実態をつぶさに調べた結果、必ずしもそうとは断言できない。 

  ・一方では、地元住民との交流もあったこと。 

  ・かつ西条地区の強制立ち退きの史実を掘り起こす中で、壕内外の使役の問題と住民の立

   ち退きの問題の二本柱でとらえることが大事なこと。 

  よってマツシロは「弱い者から犠牲になる」という“戦争の本質が分かる場所”なのでは

 ないか、という見方に変えて（深めて）きました。 

   しかしこれは現時点での私たちの見方で、この立場を押し付けるつもりはありません。 

③平和資料館建設、地域との関わりについて 

    沖縄の資料館に学んで是非とも実現をと願っていますが、諸般の事情よりなかなか展望が

 開けません。そこで顧問が仮の資料館として『信州 松代 れきみちの家』を一昨年初夏に

 オープンさせました。言うならば長野俊英高校郷土研究班の大本営関連資料展示施設です。 

    このれきみちの家は昨年東京新聞が特集した「平和博物館へ行こう！」に広島、長崎、沖

 縄、そして立命館大学の資料館と共に大きく紹介されました。 

    さらにこの地から平和の心を発信することで地域の発展にも寄与することも大切にしてい

 ますが、昨夏には地域の方と“協働”しての販売交流処『およりなして』を壕入り口横に設

 けました。ここでは地域の方々の地場産物と共に高校生が考案した大本営関連グッツ（例え

 ば資料内蔵ボ－ルペン）も販売しとても好評です。 

④史跡指定ももうすぐ。 

    文化庁の調査も済み、この地は有力候補とのこと。そこで市長などの賛同をとりつけるた

 め地域の方々と一緒に陳情もしました。班はさらに大きな夢として世界文化遺産登録を目指

 しています。 

 

（２）、研究の動機 

  ところで県外よりいらっしゃるお客様は「この取り組みをしていて嫌がらせとか非難はあ

 りませんか」とお聞きになります。そこで即座に「そういうことは殆どありません」とお答

 えします。すると皆さん「本当ですか」ととても不思議がられます。しかし事実２４年間で

 それらしきものは無いのです。それは何故なのでしょうか。 

   色々考えまして、次のような仮説を立てました。それは、「満蒙開拓などで多大な犠牲を

 払った長野県では、もうあの戦争はこりごりだ」との県民世論が根底にあるので、県下の各

 新聞（報道機関）は高校生のこのマツシロの取り組みをじつに丁寧に報道して下さっている

 結果、県内には「高校生のこの取り組みを温かく見守ろう」もしくは「応援しよう」とのム

 －ド（心）が満ちているからではないかと思ったのです。それで班に保管されている新聞記



 事の切り抜きからそれを検証することにしました。（まずは、一体どのくらい報道されたか

 の回数を掴もうとしました。） 

    なお取り組んだ生徒は班員１５名（１年２名、２年９名、３年４名）です。 

（３）、新聞報道（記事）についての基準など 

   班の保管庫には切り抜きのファイル（当初はＢ４、後にはＡ４、そして一部Ａ３、４０Ｐ、

 ３０Ｐと何種類もの）が実に４１冊余り残されています。 

   この中のものを全てコピ－しました。実は各年各年に「今年の新聞記事から」ということ

 で模造紙にコピ－して紹介したものが残っているのですが、それは毎年度全て残してある訳

 では無く、しかもコピ－の大きさも等倍・拡大・縮小と差があります。その他色々な違いが

 ありますので、以下のように統一して改めて貼り合わせることにしました。 

  ①信濃毎日、読売、朝日、毎日、中日、日経、産経、市民新聞、週刊長野、県民新聞、東京

 新聞、琉球新報、スポーツ新聞、地方紙に限り、他は省きました。（これでなんと７９枚が

 減りました） 

  ②記事の内容は「長野俊英高校（生）」もしくは「篠ノ井旭高校（生）」（旧校名）と紹介

 されているものを対象とする。ただし一部の記事はある時点では市民団体と一体化？して活

 動していた時期もあるので、その時は名前が出ていなくとも含めました。 

  ③年月日、新聞名を特定できるものに限定。これで残念なことに３８枚を当面貼るのを見合

 わせました。※顧問がしっかり新聞名、年月日を記録して保存してなかったのです。 

  ④しかも大きな行事（例えば知事の見学）の記事は、顧問が本を書いたり冊子を発行する時

  に該当新聞記事切り抜きを活用、印刷しましたが、その時にファイルから外したのにそれ

 を顧問の不始末で元に戻してないものもありました。 

  ⑤さらには顧問は絶えず新聞に目を通して切り抜いていますが、学校で購読しているのは地

 元紙と朝日、読売、毎日（現在は日経も）、市民新聞ですので、他社は取材があり名刺をい

 ただいた時には礼状を出しつつ掲載新聞を送ってもらうので残すことはできましたが、普段

 は見られないこと。 

  ⑥最後に、顧問は２回手術をして一定期間入院しているので、その時期はブランクがあ  

 ること、 

  などで、正確さに欠くきらいはあります。(この期間のものは図書館などで確かめれば良かったのですが)  

  ※記事の内容について、例えば同じ事例を何社でも扱っている場合も結構ありました。しか

  しそれはのべ（合計）で数えました。 

    以上の点からの不備はありますが、残りの全てを模造紙４４枚に貼り合わせました。 

  ※模造紙貼り合わせの手法にも不揃いがあります。 



新 聞 掲 載 言己事 - 覧 t
年 月 日 新関名

1985年 9月22日 倍毎
1985年 9月23日 毎日
1985年10月 2日 倍毎
1985年10月 7日 倍毎
1985年10月13日 倍毎
1985年10月23日 毎日
1985年11月13日 倍毎
1985年10月20日 朝日

記事見出し 備考

戦争の"証人'松代大本営

新たな通路10本発見
松代地下壕保存を､平和b大切さを学ぶ場へ東沢三郎投稿

大本営跡を平和記念壕に

生徒の熱意市を動かす

PTAも全面協力

保存へ現地調査

市長が保存を約束

1985年11月11日 倍毎く夕fI) 今日の視角
1985年11月20日 借毎
1985年12月 3日 倍毎
1985年12月 5日 朝日
1985年12月 6日 朝日
1985年12月 6日 読売
1985年12月 6日 借毎

松代の地下妓跡保存に協力を 池田錬二さん投稿

強制労働映画化

今日市に3000人署名
林ノ井旭高生ら署名提出

長野の旧松代大本営地下壕 平和記念に永久保存

松代大本営跡の永久保存 3000人署名添え陳情
1986年 1月16日 倍毎(夕刊) 白骨にショック
1986年 1月18日 朝日 助成金増額知事に要請

1986年 1月18日 仔毎 児に松代大本営保存を要望

1986年 1月22日 朝日 ｢松代大本営保存運動｣前進 篠ノ井旭高パンフを出版

1986年 2月14日 8懲Le 松代大本営を語る集い
1986年 倍毎(夕刊) ｢松代大本営を語るつどい｣幅広い平和へ熱意

1986年 2月16日 倍毎 皆神山地下壕も調査

1986年 2月24日 朝B. 篠ノ井旭東で ｢松代大本営｣保存の集い120人が語り合う
1986年 2月24日 読売 資料にない通路も

1986年 2月24日 借毎 ､ 大本営保存へ弾み
1986年 2月28日 解 tも 松代平和記念壕で残そう
1986年 3月25日 借毎 広がれ高校生ボランティア

86年度
1986年 4月 1日 県民新開 月刊ダイジェスト
1986年 7月26日 朝日
1986年 8月 9日 週刊長野
1986年 8月15日 朝日
1986年 8月16日 朝日
1986年 8月17日 朝日
1986年 8月18日 朝日
1986年 8月19日 朝日

19声6年 8月24日 借毎
1986年 9月 6日 借毎
1986年 9月 3日 朝日
1986年 9月 6日 朝日
1986年 9月 6日 読売

1986年 9月19日 中日
1986年 9月21日 読売
1986年 9月21日 毎日
1986年-9月21日 倍毎
1986年 9月27日 朝日
1986年 9月 松代

1986年10月 3日 借毎

1986年10月 停毎
198'6年10月17日 松代
1986年11月30日 朝日
1986年11月30日 読売.I
2008年11月3b日 借毎
1986年12月 5日 倍毎

1986年12月 7日 倍毎
1986年12月 8日 朝日
1986年12月18日 読売
1986年12月12日 松代
1986年12月14日 朝日
1986年12'月14日 読売
1986年12月14日 短日
1986年12月14日 信毎?
1986年12月24日 読売
1986年12月24日 朝日
1986年12月24日 信毎
1987年 1月 9日 松代
1987年 1月18日 読売
1987年 1月23日 北信タイムス
1987年 1月22日 読売
1987年 fB22日 借毎
1987年 2月 6日 朝日
1987年 2月 6日 読売
1987年 2月 6日 倍毎
1987年 2月26日 読売
1987年 2月26日 朝日
1987年 2月26日 毎日

1987年 2月27日 嘩代
1987年 3月 2日 読売
1987年 3月 2日 借毎
1987年 3月15日 倍毎
1987年 3月17日 読売
1987年 3月 毎日

1987年 4月26日 競売
1987年 5月 7日 読売

松代大本営 ｢象山壕｣中心部に一歩

がくえん通信 学校法人篠ノ井学園 篠ノ井旭高等学校

語りつぐもの1
語りつぐもの2
語りつぐもの3
語りつぐもの4
語りつぐもの5
戦争にまきこまれた学校

平和学習の場に 松代大本営 ｢祈念館｣建設を

大本営の保存市と話し合い

塚田長野市長訪ね ｢大本営｣保存を訴え

地下壕永久保存7.,平和祈念館作って
軍事基地化する学校 鞍争末期

松代橡跡に平和祈念館を

松代大本営研究発表

実れ!嬢ノ井旭高生の願い

｢平和祈念館｣の模型 ｢秋旭祭｣で展示

従ノ井旭高校 平和祈念館の模型展示

貴重な平和の史跡
同胞労働者の叫び公開して

日本陸軍最後の砦 ｢松代大本営｣中村勝実箸から

涙で反敬､切々と

｢敬争と平和｣を語る二回目の ｢わだっみのこえを偲ぶ会｣
学徒出陣一見の悲劇くり返さないで!

広げよう松代大本革跡保存
終戦前夜もう一つの'秘話"

私立4高の生徒ら集い 討論会や交流を図る
大本営跡にもぐり見学

･あす大本営保存の集い

賛同広がり 大きく飛躍

大本営跡保存を

松代大本営跡 永久保存を訴え

大本営跡一平和の砦'に

学習､敏光両面保存に意見

入り口確保が課題に

｢松代大本営｣平和学ぶ敏 史跡として保存

大本営象山壕 国際的な観光施設に

松代大本営の砲弾庫だった

十三崖旧砲弾庫跡

中野の十三崖調査

大本営との関係は7

複数の入り口使う

象山攻に東西の洩り抜けを

松代大本営跡保存 見学口2カ所を第一候補に
新たに署名2千23人
保存訴え署名提出

平和祈念館建設に

松代で平和記念集会 大本営跡市長へ署名2千23人
松代大本営跡を平和保存しよう 平和集会で宣言採択

大本営鉢から平和を

松代大本営跡 芸術通じ保存の論

列島24時 大本営跡を平和史跡に
大本営地下壕が構成劇に

87年度

学者､文化人たちが松代大本営跡見学

研究成果の小冊子発刊

1987年 5月10日 朝日
1987年 5月13日 信毎
1987年 5月24日 信毎
1987年 5月25日 朝日

1987年 5月25日 倍毎
1987年 6月 7日 店毎
1987年 6月10日 読売
1987年 6月10日 倍毎
1987年 8月 4日 読売

1987年 8月 6日 毎日
iTS87年3月12= 苦芳芸完
1987年 8月13日 毎日
1987年 8月17日 倍毎
1987年 9月 読売

1987年10月 3日 僧■毎
1987年10月10日 倍毎
1987年10月 朝日

1987年10月10日 読売
1987年10月11日 毎日
1987年10月14日 伝毎
1987年10月18日 朝日
1987年10月25日 倍毎
1987年10月28日 倍毎
1987年12月14日 朝日
1987年12月14日 読売
1987年12月14日 毎日
1988年 1月24日 信毎
1988年 1月31日 読売
1988年 2月17日 朝日

1988年 6月17日 信毎
1988年 6月16日 信毎(タ河)
1988年 6月24日 朝日
1988年 8月 信毎

1988年 8月30日 信毎
1988年 8月31日 朝日
1988年 9月 6日 倍毎
1988年 9月25日 毎日
1988年11月13日 信毎

長野の松代大本営地下壕 平和を願い残そう

松代大本営を ｢平和の砦｣に 小沢有作氏

松代大本営工事､私も参加

保存訴えるアピール

｢大本営存在意義全国にアピール｣
私の声 松代大本営跡に学ぶ

戦̀争の資料'また一つ 補給鹿鉢 (御代田町)を初調査
松代大本営一公演劇の構想固まる

平和願って250人熱演

｢マツシロ｣2 -･.･･- u ･,f･/!･.tl･.=TIVr_-,I-,･..
芸当.i;t確 保吉芸語十 ㌧ I,･:LiLc:LL')rf-:5 占 ~L

｢マツシロ｣7
松代大本営跡▲保存方法に英知を

身近な学校 軍事施設に

松代大本営と若者たち

戦争にまきこまれた国民学校

しらかば

わが母校も戦争に巻き込まれていた65%の小学校に軍関係
戦争と学校 65%がかかわり
高校クラブ 地道な研究に拍手

御代田町の航空補給鹿 造築の模様解明

松代大本営 象山地下壕 所有権 山の地権者に

広がる松代大本営保存 資料収集や地褒調査

社会への貢献考える

高校生 ｢平和を守る｣宣言

私学高校生交流の集い

｢戦争にまきこまれた学校｣ 祐ノ井旭高2年間の成果
学童巷皇込んだ戦争

しらかば 大本営保存の足跡校内誌でまとめる

由年度

｢本土決戦 狂気だった｣

｢本土決戦 狂気だった｣

戦中の県内軍事施没接ノ井旭高郷土研究班が所在地調査

5日から長野で信州戦争展 風化のいま平和改めて
大本営保存 各国から共感 鞍ノ井旭高生の訴え

｢証言｣に支ネられ大本営保存に意欲
昭和の舞台

松代大本営を見学

朝日村の旧陸軍貯蔵序跡 実態は-現地調査

1988年12月10日 倍毎く州) 戦争 教育蟻牡に
1988年12月11日 倍毎
1988年12月16日 南長野
1988年12月17日 朝日

戦争一巻き込まれた ｢教育｣

第十五回私学フェスティバル 私学助成増額をアピール

半数の学校 戦争を'体験'

-至 i 如 -r沖 垂 範 と 松 代 さ ニケ 堂｣ -u-･講 読 会

保存をすすめる集い 長野で120人活発に意見交換
平和の大切さ訴え

清野側入り口を閉鎖

しらかば 戦時の学校を記録

松代大本営の研究展示

｢軍事施設｣調査一平和訴え発表

89年度

マツシpに世界の日
地震学者ら17人長野に
松代地下どう平和巽赦すばらしい

高原調 生徒たちの手紙

新ふるさと模様

戦争を語る跡 伊那にも

戦̀争の傷跡'いまに 旧軍の物資貯蔵庫跡調査

松代大本営建設の遭物 祐ノ井旭高に寄贈

｢平和のための研究に･･･｣

｢五幹への応援に感謝｣

｢県内でも本土決戦準備?｣
｢本土決戦｣小冊子に

松代地下壕を平和学ぶ感に

観光用の公開には反対 ! 史跡として残して

貴重な平和の史跡

松代地下壕 対策零の保存案､一層枚計を
｢全面公開へ年次計画を｣

有原調 二つの見学

沖縄での平和学習着実に 地元の戦跡保存運動展開

一大本営全面保存･公開を'

松代大本営跡 地下草に平和学ぶ

大本営跡で追悼式

工事犠牲者を怒霊

域牲者に花捧げ追悼

象山地下壕と地純 測所 どちらが公開 戸惑い

大本営保存13日つどい 沖縄と松代交流
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1989年 4月17日 借毎
1989年 4月17日 読売
1989年 4月19日 信毎
1989年 4月23日 読売
1989年 5月 2日 読売く夕刊)
1989年 5月 8日 倍毎
1989年 5月 9日 読売
1989年 5月13日 倍毎
1989年 5月24日 読売
1989年 6月22日 倍毎

王;…琵 諾 ;iO芝殿
1989年 9月23日 倍毎
1989年 9月28日 読売
1989年10月 3日 倍毎
1989年10月 8日 朝日
1989年10月 8日 倍毎
1989年10月 読売

1989年10月26日 琉球新報
1989年10月29日 読売
1989年11月12日 朝日
1989年11月12日 読売
1989年11月12日 毎日
1989年11月17日 松代
1989年11月29日 倍毎
1990年 1月11日 借毎
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1990年 4月 1日 朝日
1990年 4月 7日 読売
1990年 4月22日 毎日
1990年 4月23日 信毎

私立篠ノ井旭高の勝田君 力作の論文が入賞

松代大本営地下尊保存へ

全面保存の署名提出

大本営保存へ一陳情'

朝鮮人の強制労働実憩知る証人 長野の雀本さん死去

90年度
県内の軍事施設跡11ヵ所 実態調査を小冊子に

戦争史跡たどり本に 篠ノ井旭高郷土研究班1年州別鮭

帝国外語大教授ら初視察

韓国に事実伝える

1990年 4月23日 朝日
1990年 5月27日 朝日
1990年 6月 8日 朝日
1990年 6月21日 信毎
1990年 6月21日 読売
1990年 6月24p-読売
1990年 7月13日 朝日
1990年 7月14日 倍毎(タ耶
1990年 7月15日 倍毎
1990年 7月16日 朝日
1990年 8月17日 琉球新報
1990年 8月22日 倍毎
1990年 8月30日 倍毎
1990年 9月11日 倍毎
1990年 9月28日 毎日
1990年10月19日 蜘ci
1990年10月21日 信毎
1990年10月22日 読売
1990年11月27日 朝日
1990年11月29日 読売
1990年12月 6日 信毎
1990年12月 8日 観
1990年12月10日 産蓮
1990年12月10日 読売く州)
1990年12月18日 朝日
1991年 1月 9日 毎日
1991年 1月14日 朝日
1991年 1月14日 毎日
1991年 1月14日 読売
1991年 1月14日 借毎
1991年 3月19日 音̂bL
1991年 3月21日 倍毎
1991年 3月23日 倍毎
1991年 3月25日 毎日
1991年 3月25日 読売

1991年 5月 5日 倍毎
1991年 5月 7日 倍毎
1991年 5月 8日 倍毎
1991年 5月 倍毎

1991年 6月.12日 倍毎くタW)
1991年 6月13日 /号蕗
1991年 7月13日 倍毎
1991年 7月13日 毎日

1991年 7月25日 倍毎
1991年 8月 6日 朝日
1991年 8月 6日 倍毎
1991年 8月 7日 倍毎
1991年 8月 8日 倍毎
1991年 8月 9日 倍毎
1991年 8月11日 店毎
1991年 8月15日 読売
1991年 8月18日 中日
1991年 8月21日 毎日
1991年 8月29日 倍毎
1991年 8月29日 倍毎
1991年 9月 5日 朝日
1991年 9月29日 倍毎
1991年10月11日 毎日
1991年10月11日 中日
1991年10月14日 産経
1991年10月16日 中日
1991年10月27日 倍毎
1991年11月 信毎

1991年11月12日 倍毎
1991年11月17日.毎日
1991年11月26日 原毎
1991年11月30日 読売
1992年 1月13日 倍毎
1992年 1月15日 朝日
1992年 1月26日 借毎
1992年 2月25日 倍毎
1992年5月17日 倍毎
1992年 3月18日 倍毎
1992年 3月18日 朝日
1992年 3月18日 読売
1992年 3月20日 借毎

1992年 4月15日 読売
1992年 6月28日 読売
1992年 6月28日 倍毎
1992年 7月28日 借毎
1992年 8月12日 毎日
1992年 8月12日 読売
1992年 8月14日 毎日
1992年10月21日 倍毎
1992年10月21日 朝日
1992年10月22日 読売

韓国の文化人ら ｢保存遊動を援助して｣
長野 ･松代の ｢幻の大本営｣跡

東部町祢津小への工場疎開の話し聞く

松代大本営の象山地下壕 ｢全面公開 問題ない｣

強制徴用の朝鮮人労働者造営の旧松代大本営

｢グループ通信｣ 祐ノ井旭高校郷土研究班

45年目q)節間4 朝鮮半島から松代大本営へ
生徒たちのマツ●シロ大本営 附加甘脱 や洞は徒の蛮雌

｢生徒たちのマツシロ大本営｣

ひと 土屋光男さん

静の卵 '幻の大本営'

削られた ｢強制労働の岩肌｣安城虹まで政敵ほれ

全面公開強く望む

公開 ｢500メートル区間が適当｣
松代大本営跡一般公開へ

現場監督から聞き取りも

｢大本営｣工事絵で再現

現場監督の証言も

やまなみ しらかば

旧軍事施設の調査発表

地下水を汚染 終戦前長野で風船爆弾製造

知̀らない世代'の戦争

敬̀争の遣物'ズラっと

よみうり子供記者団

戦争の貴さを ｢遺展｣で痛感

沖縄の市民グループ45人 松代大本営地下壕跡地訪問へ
｢地下壕｣軸に平和考える

嬢牡になった朝鮮人労働者悼む

沖縄と松代"手結ぶ■

｢マツシロ｣で ｢オキナワ｣と交流

松代大本営の証人 巻本小岩さん

マツシロに朝鮮人慰安婦 韓国の教授あす調査

御代田に海軍地下工場

松代大本営 保存運動の課題など確認

祐ノ井旭高生が燃料基地の報告

91年度
御代田の海軍地下工場建設 朝鮮人は盲人以上?

松代で語る沖縄戦の傷

沖縄地上戦の語り部 松代の交流

平和都市アピールへ英断を

｢大本営ぜひ案内｣ IOC会長らへ手紙
｢98年に大本営案内｣ IOC委見に地図･手放送る
嬢ノ井旭高生 来月韓国へ

｢平和の大切さ確認しあいたい｣

新しい日韓交流 接ノ井旭高生の訪問を励ます会

相互理解目指し高校生ら韓国へ

きいてみた戦争1
きいてみた戦争2
きいてみた戦争3
轟いてみた戦争4
きいてみた戦争9
｢松代大本営｣高まる関心

ソウル市民､大きな感動

次代に語り伝えよう朝鮮人労働の傷跡

平和への思い新た

NHK 信州スペシャル｢新ツシロに生く･あ硝臥労附の蛸｣
消えた村4 復帰20年目沖縄から-第四都
県内地下壕の所在地図に

地下壕調査の集大成

出来たぞ!地下壕の色別大地図

戦争の痕跡を展示
強制労働の実態も

スベシthOⅣBSスベシ†h'91｢僕たちがマツシロから学んだもの
強制労働の証言発行

松代大本営響く｢アリラン｣

接写･望遠 マツシロにかかわる各団体

小諸に疎開 旧陸軍の被服廠

この人 戦争の傷跡を調査

首相への手紙800通に
県外にも足伸ばし戦争の傷跡を調査

松代大本営保存全面公開へ全力

564通･･･返事はいつ
雀さんの遭族韓国から長野へ

大本営の語り部凄さん適族墓参

松代大本営工事の語り部 雀さんの肉親､韓国から基参

観制連行の雀さん遭族 帝国から松代訪問

風 ｢来てよかった松代｣

92年度
故雀さんの遭族と交流 ｢大本営証人｣しのび冊子に

平和祈念館建設を

マツシロに平和祈念館の夢 ｢市民の機運高めよう｣

戦争展支える生徒らの努力

長野空襲を語る集い

長野空袋を語る集い

拝啓総理大臣様699通に返事なし

大本営へ児童修学旅行 篠ノ井旭高生と交流
東京の小学生114人 荏ノ井旭高で交流
東京の小学生､大本営跡見学

1992年11月 7日 倍毎 沖縄戦の死者､人型で表現

1992年11月12日 倍毎 11･11松代 ｢平和祈念館を｣誓う
1992年11月12日 毎日 工事開始から48年松代犠牲者を追伸
1992年12月 5日 週刊長野 土喝リポート 沖縄戦の犠牲者
1992年12月 8日 読売 旭高新聞 号外

93年度

1993年 1月24日 倍毎 松代へ平郡祈食館建設 近く実行鼠叔設立
1993年 2月13日 週刊長野 よく調べたもの! 高校生の労作に感嘆
1993年 2月24日 朝日
1998年 3月17日 読売
1993年 3月26日 南長野
1993年4月23El倍毎
1993年 4月27日 毎日
lbp93年 5万 2日 毎日
1993年 5月19日 朝日
1993年 5月19日 毎日
1993年 5月22日 毎日
1993年 5月23日 読売
1993年 5月23日 読売

(1993年 8月14日 共同通信
1993年 8月13日 琉球新報
1993年 8月14日 信毎
1993年 8月14日 倍毎
1993年 8月20日 毎日

1993年 9月 3日
1998年 9月 5日
1993年 9月21日
1998年10月 4日
1993年10月23日
1998年10月24日
1993年11月12日
1993年11月14日
1993年11月21日
1993年12月 4日
1993年12月 5日

1994年 1月 8日
1994年 1月12日
1994年 1月28日
1994年 1月30日
1994年 2月 6日
1994年 2月 6日

1994年 3月 5日
1994年 3月13日
1994年 3月13日
1994年 3月13日
1994年 3月13日
1994年 3月25日
1994年 7月22日
1994年 8月11日
1994年 8月12日
1994年 8月11日
1994年 8月11日
1994年 8月12日
1994年 8月11日
1994年 8月28日
1994年 8月28日
1994年 9月 7日
1994年 8月27日
1994年10月21日
1994年10月23日
1994年11月 2日
1994年11月 2日
1994年11月12日
1994年11月12日
1994年11月12日
1994年12月28日
1995年 1月19日
1995年 1月19日
1995年 2月19日
1995年 朗26日
1995年 3月26日
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1995年 4月 7日 毎日

1995年 5月13日 倍毎
1995年 毎日

1995年 5月29日 倍毎
1995年 6月16日 毎日
1995年 6月20日 倍毎
1995年 7月 3日 倍毎
1995年 7月 5日 倍毎
1995年 7月12日 倍毎
1995年 7月14日 読売
1995年 8月10日 倍毎
1995年 8月26日 倍毎

800通超す首相への手紙に逓倍なし
｢象山地下壕｣県が保存検討へ

松代大本営を反戦の象徴に サマランチ会長に訴え

初の日中調査

高原調

地下ごうで得たもの

大本営地下壕の資料館を 明日保存の準備会結成

松代平和祈念館建設へ ｢著者主体の施設に｣22日､鞘財恕
｢平和祈念館｣建設へ一歩 松代きょう準備会発足

｢平和祈念資料館つくる会｣.が準備会 IT)
松代の平和祈念資料館 建設準備会が発足 こよく見る

1000通日の手紙､首相へ)
新首相に1000通日の手紙

平和への決意今年も 遭族ら50人余 ｢長野空襲｣.語る集い
大本営保存訴え1000通 ドイツ人4人地下壕を見学.
｢松代大本営地下壕保存を｣1001通日の手紙､細川首相に

日育協理事会に松代の運動説明

同胞の犠牲者慰霊

平和祈念館の建設児に要請

中国の研究者 松代地下壕を視察

軍需工場 ･駐屯地になった高校を調査

戦争と学校テーマに高校生が ｢城牲｣発掘

49年前始まった地下壕工事 松代で ｢平和｣誓う
｢松代大本営のつどい｣ 学生ら活発に意見発表

大本営地下壕の資料館を 明日保存の準備会結成
マツシロの研究成果を発表

マツシロ大本営と沖縄敬テーマ

94年度
平和祈念館 実現期す

松代大本営 ｢平和祈念館｣で稗憩紛議

｢マツシロ｣で生徒成長

戦争の悲劇共感 生徒の成長説明

敬時下の高校を研究

職時下の高校を研究

｢平和｣の活動を評価

｢祈念館｣模型で

模型や設計案発表

｢祷づくり調和図る｣

平和祈る声､世界へ

保存運動の課題など確認

県下への学童森閑 鯛査

職争-真実を中高生ら交流

松代大本営 ｢史跡に｣

保存活動など通じ｢平和｣考える集会

韓国伝統舞台や映画 ｢渡り川｣上映

700人が平和への祈り
市民団体が全国集会

松代の地下壕公開でお願い

学童疎開から50年 世田谷から飯田へ
松代の地下壕公開でお答え

垂ようの話題

学童疎開の研究発表も

学童疎開甲実態調査

｢松代大本営資料館の早期建設を｣
松代平和祈念館建設を再び要請

平和願い 地下壕で舞

工事犠牲者を追悼'

悲劇刻んだ地下壕工事

首相の連番を来年こそ期待

戦後50年記念のイベントを計画

コピーし直し

アルプス帳 松代大本営の保存すすめる金が冶金
｢敬争の蟻牡になり気の寿｣

松代大本営跡近くl弓平和祈念館の建設を
アルプス蝶 松代大本営を世界的史跡に

95年度
幻の地下工場を追う

=｢早 主 ←吏 車 与L:｣ 長 考 市 に 藁 葺 :

韓国へ初の修学旅行

はるかなる戦争2 旭高生､行政動かす
北信の高校生 ｢平和ゼミ｣括成へ

松代大本営の史跡拍定事実上困難に

｢史跡｣に両論 平和の教訓

あすの歴史を担うために2

あすの歴史を担うため古宇4
明日の歴史を担うために7

松代から平和の願い
終戦直前の県下学童疎開
ひと 中西智教さん



1995年 9月 5日 信毎
1995年 9月23日 朝日
1995年 9月24日 中日
1995年10月 7日 週刊長野
1995年10月29日 読売
1995年11月12日 読売
1995年12月10日 毎日
1995年12月29日 信毎
1995年12月30日 毎日
1995年12月31日 ?A%卦

1996年 4月28日 信毎
1996年 5月23日 読売
1996年 8月10日 信毎
1996年 8月10日 毎日
1996年 8月10日 週刊長野
1996年 8月14日 読売
1996年 8月14日 信毎
1996年 9月 7日 週刊長野
1996年 9月14日 週刊長野
1996年 9月14日 朝日
1996年 9月23日 読売
1996年10月 4日 倍毎
1996年10月20日 信毎
1996年10月27日 信毎
1996年11月21日 信毎
1996年11月21日 読売
1996年11月21日 毎日
1996年11月22日 朝日
1996年11月29日 朝日
1996年12月19日 朝日
1997年 1月 5日 倍毎
1997年 1月28日 倍毎
1997年 1月30日 倍毎
1997年 2月 8日 週刊長野
1997年 3月16日 朝日
1997年 3月23日 読売
1997年 3月23日 借毎

1997年 明29日 信毎
1997年 3月29日 読売

I1997年 5月 4日 信毎
1997年 6月 3日 毎日
1997年 7月21日 読売

1997年 9月21日 信毎
1997年11月20日 読売
1998年 1月 5日 毎日
1998年 1月19日
1998年 1月25日 スポニチ
1998年 1月25日 毎日
1998年 1月25日 読売
1998年 1月31日 朝日(州)
1998年 2月 1日 毎日

199時 2月 1日 朝日
1998年 2月 2日 毎日
1998年 2月 3日 朝日
1998年 2月 3日 倍毎
1998年 2月 9日 信毎

1998年.2月18日 信毎
1998年 2月18日 朝日
1998年 2月22日 信毎
1998年 2月23日 毎日
1998年 3月14日 週刊長野
1998年 3月28日 週刊長野

1998年 4月 3日 倍毎
1998年 5月 3日 朝日
1998年 6月 2日 倍毎
1998年 7月26日 読売
1998年 7月26日 信毎
1998年 8月 7日 倍毎
1998年 8月 9日 信毎

1998年 8.月11甲 信毎
1998年 8月14日 信毎
1998年 8月24日 信毎
1998年11月12日 店毎

松代地下壕工事の工具?

学童疎開の実怨､学園祭で発表へ

疎開学童も苦しい生活

平和を訴える篠ノ井旭高校学園祭

首相ら-の手紙1600通
悲劇刻んだ地下壕工事

アルプス帳 平和フェスタ

象山地下壕 戦時下の噴きは

ァルブス帳 カンテラをともし松代大本営再現
談話室 ｢高校生輝きコンクール｣で入選

96年度

松代平和祈念館の建設 設計担当の建築家が講演

車いすの斉藤君､仲間と共に 生き生き調査活動

すれ違うマツシロ 地下壕52年目の夏
外観は ｢三角兵舎｣ 体験コーナー

歴代絶現大臣-1718通の手紙
韓国の伝統舞禰披露

長野空襲の体験 生々しく

親たちも支扱 市民も立ち上がる

真の日本人の誇り

学童疎開の実怒文化祭で研究発表

学童疎開の実怒発表 人目ひく移動大地図

平和祈念館実現を 篠ノ井旭高の努力に共感

実現したい平和祈念館

平和祈念館交流に期待

松代への平和祈念館建設 長野市に支援要請

市､建設に消極姿勢 実行委の支援要請に対し

長野市に松代大本営平和祈念館建設要望

平和祈念館で市に理解要請

松代大本営に平和祈念館を

記念館建設へ卒棄生も熱意

全国の高校生 ｢戦争茸任｣考えよう

クラブ通して成長した自分

金さん､地下壕見学

平和祈念館建設をめざし

目標完成日時99年まで延期
高校生250人が平和の尊さ学ぶ
マツシロから熱意発信 全国の高校生地下壕に

長野市に理解を訴え

平和祈念館建設支援を 従ノ井旭高生が長野市長に嘆願

97年度

森づくりに託す平和への願い

メ̀ダル競争'から離れて

戦争遭跡の保存テーマに全国シンポ開幕

学童疎開年表を製作

220万人の五輪
ながの新紀元 ■98五輪 パラリンピック1
長野五輪 マツシロ通じ平和訴えたい

オリンピック村オープン

市民グループが選手村前で紹介

高校生が地下壕亮内

松代地下壕で平和訴え

サマランチ会長に松代大本営保存訴え

松代地下壕で平和考えて

対人地雷廃絶訴え1600人がパレード
IOC会長に平和願う手紙
98長野五輪
松代から平和訴え

平和へ努力 感謝 篠ノ井旭高へIOC会長手紙
松代から平和の訴えⅠ∝会長から返事 ●

平和と真の国際交流

雪と氷の祭典で13
接ノ井旭高生徒の活動

松代から ｢平和｣発信

98年度
私と五韓

主権 ･平等 次世代に

印パ両国大使館に抗議署名送る

｢松代大本営｣で平和交流

松代大本営跡を見学

松代で ｢平和｣見つめなおそう

まつしろ平和夏まつり開催 祈念館予定地で討論会も

篠ノ井旭高の郷土研全国文化祭で最優秀賞

敬争の記憶次世代へ

歴代首相への手紙2000通に
松代大本営工事城牲者を追伸

1998年11月打日 長野市民 活躍中のクラブ 祐ノ井旭高郷土研究班
1998年12月22日 長野市民 歴史が 証言者'松代大本営地下壕

99年度

1999年 5月 4日1999年 5月 4日
1999年 5月 4日
1999年 5月 4日

1999年 5月11日
1999年 5月24日
1999年 5月27日
1999年 7月19日
1999年 8月14日

毎日 平和や自然保護を考えよう

朝日 いま考える戦争と平和

借毎 象山地下壕周辺ムクゲ20本植樹
読売 平和祈念館予定地で憲法の集い
借毎 立ち入り前面禁止に

信毎 開発申請の延期報告

信毎 韓国で歌った ｢信濃の国｣
信毎 平和の誓いと暴力追放宣言
毎日 体験者5人が長野空挺を語る

1999年 9月20日 倍毎
1999年10月 4日 信毎
1999年10月26日 毎日
1999年11月12日 毎日
1999年11月12日 読売
1999年11月16日 信毎

ぼくらの町にも戦争あった

戦争の愚かさ訴える無言館

牧争の悲惨さ伝えたい

55年前のこの日着工 松代大本営
松代大本営工事蟻牲者追悼

松代大本営の地下吸見学会100回目
1999年11月18日 長野市民 工事犠牲者を追悼
1999年12月 4日 週刊長野 松代大本営着工から55年目
2000年 2月 3日 侶■毎(タfg) 平和学んだ韓国修学旅行の体験記
2000年 3月30日 長野市民 ｢ボラ｣で優しさ学んだ

2000年 4月 8日2000年 4月 8日

2000年 4月24日
2000年 5月 4日2000年 5月 4日
2000年 5月 4日

2006年 6月22日
2000年 6月25日
2000年 8月 4日
2000年 8月10日2000年 8月10日

2000年 9月 9日
2000年 9月24日
2000年10月 5日
2000年10月 6日
2000年10月 9日
2000年10月12日

20g0年11月
2000年11月29日
2000年12月 1日
2000年12月15日
2000年12月25日
2001年 1月10日
2001年 2月10日2001年 2月10日

2001年 2月20日
2001年 3月 1日2001年 3月 1日

2001年 3月 3日
2001年 3月14日
2001年 3月19日
2001年 3月22日

2001年 4月26日
2001年 4月27日
2001年 5月 3日
2001年 5月 4日2001年 5月 4日

2001年 5月19日
2001年 5月23日
2001年 7月22日
2001年 8月15日
2001年 8月27日
2001年 8月28日
2001年 9月 7日
2001年 9月 8日
2001年 9月18日
2001年 9月30日
2001年10月 9日
2001年10月 1日
2001年10月18日
2001年11月15日
2001年12月 9日
2002年 1月30日
2002年 2月 2日

2002年 6月 7日
2002年 8月28日
2002年 8月31日
2002年 9月 2日
2002年 9月15日
2002年 旬月19日
2002年10月 5日
2002年10月26日
2002年10月31日
2002年11月12日
2002年11月14日
2002年11月16日
2002年11月19日
2002年12月13日
2002年12月14日2002年12月14日

2002年12月16日
2002年12月17日
2003年 1月16日
2003年 1月21日
2003年 2月 5日

野

口

毎

日

日

毎

野

毎

毎

毎

毎

毎

毎

野

日

野

日

野

毎

日

毎

毎

日

毎

毎

野

野

毎

野

毎

毎

野

長

毎

倍

毎

朝

信

長

倍

倍

信

信

信

信

長

毎

長

毎

長

信

朝

倍

信

朝

倍

信

長

長

信

長

信

信

長

00年度
市民 集いで要点まとめる

松代大本営跡の研究成果披露

お知らせ ｢学校開放講座｣

山林の手入れしながら平和と環境を学ぼう

悪法施行から53年
｢日本はいま岐路｣-県内各地で集会

市民 空重き一生の体験克明に

松代大本営建設当時の様子聞く

9日テレビ罷話で集会
TV奄話で質疑応答

｢平和祈念館｣のあり方は-論議

戦争中の郷土歴史を学んで

敗戦 ｢悔しいとは思わなかった｣

市民 つらい疎開体験語る

三宅島の見舞いに学園祭の募金寄託

市民 松代で平和サミットを

寄託 伊豆諸島災書救援金

市民 鎮魂と恒久平和を願う

戦争の痕跡 身近に

身近な戦争追跡調査

テレビ欄 SB.C午後のほっとスタジオ

父への供養に戦争体験発掘

聞きそびれた父の戦争体験

平和祈念館の建設支援要望

知事24時
市民 平和祈念館を造って

市民 当時の証言忠実に再現

地元区会長態度 ｢白紙｣

市民 ｢ぜひ地下壕へ｣知事が快い返事

14年ぶり皆神山調査
松代の資料館うれしい前進

市民 皆神山地下壕を調査

01年度

槻

閥

新

郎

髄

節

雑

器

剛

節

拭

髄

節

鰯

即

諾

蹄

術

鰯

新

願

髄

節

研

陶

芸

蹄

諾

甜

芸

露

語

蹄

飾

闘

折

コピーし直し

タイムス ｢ガマ｣の教育力 沖縄と長野と世界を結ぶ

象山地下壕知事が視察

市民 象山地下壕知事が見学

｢窓法を羅針盤に｣
祈念館予定地を整備

市民 守られた約束とてもうれしい

新聞 人̀づくり'を根底にさらに広がる研究活動

遣物こそ戦争の語り部

語り継ぐ記憶 上 悲痛な思い残る地下壕

松代から平和発信

市民 ｢祈念館｣実現へ仲間とかいた汗

生活雑記 青木孝寿さんを悼む

長野空襲語る集いでの決意

市民 歴史ある松代ごみ清掃に懲轟

松代大本営知る男性招き講演会

市民 松代で脱走兵も

コピーし直し

市民 心に日が差す気分旭ボラの清掃

市民 青木氏とお別れ平和さらに願う 投稿 月岡

市民 育大先生の言葉に私の座右の銘

御代田の軍工場跡 長野の高校生見学

松代地下壕高校生が案内

市民 象山地下壕跡を見学

02年度
体験者が語る 有事法制

篠ノ井旭高生が由代研究報告集

市民 建設当時の証言など紹介

市民 十分に理解したい ｢長野空鮮｣

戦時中県内朝鮮人労働者の葵

市民 篠ノ井旭高射土研究班の労作 朝鮮人労働者の姿展示

市民 学園祭協力し良い雰囲気に

市民 3万人イラスト数の多さを痛感
市民 学園祭の応対で出てきた帝極性

松代大本営工事犠牲者追伸の会 平和への祈り不安交錯

市民 象山地下壕案内で緊張と自信

市民 ｢平和な世界｣誓う 朝鮮大学生ら参加

市民 初めての説明緊張から自信へ

市民 郷土研と茶道大きな収硬に

お知らせ 少年ジョイントセミナー

市民 ｢さまちゃれ｣見て学んだこと

市民 高校生ら活動発表 高齢者 ･青少年ジョイントセミナー
市民 ｢研究班｣の活動本当にすごい

戦争の体験談開く税金持って

さわやかな気分 高校生の投沓

松代大本営跡を研究発表

2003年 2月 6日 長野市民 頑張った自分好童になった
2003年 2月 8日 長野市民 ごみを減らす努力続けたい
2003年 2月11日 長野市民 修学旅行の高校生と交流
2003年 3月･1日 長野市民 もうじき新年度 いよいよ先頭に
2003年 3月 8日 信毎 高校生から聞くマツシロと平和

03年度
2003年 4月12日
2003年 4月30日
2003年 5月17日

20g3年 5月27日
2003年 6月14日
2003年 7月12日
2003年 8月 5日
2003年 8月 7日
2003年 8月12日2003年 8月12日

2003年 9月 2日
2003年 9月18日

2qO3年 9月21日
2003年 9月25日
2003年 9月30日
2003年10月19日
2003年10月30日2003年10月30日

2003年11月 4日
2003年11月 8日
2003年11月19日
2003年11月20日2003年11月20日

2003年11月25日
2003年12月 1日2003年12月 1日

2003年12月 2日
200各年12月 4日
2003年12月 5日2003年12月 5日

2003年12月 6日
2003年12月17日
2003年12月21日
2003年12月27日
2004年 1月31日2004年 1月31日

2004年 2月 3日2004年 2月 3日

2004年 3月14日
2004年 3月28日

2004年 4月 1日
2004年 4月 7日
2004年 4月18日
2004年 4月19日
2004年 4月22日
2004年 4月28日
2004年 4月30日
2004年 5月15日
2004年 6月18日
2004年 6月19日2004年 6月19日

2004年 6月22日
2004年 7月 1日

諾

排

紙

駅

甜

甜

郎

郁

甜

節

諾

雷

髄

節

諾

諾

節

芸

那

綿

肺

騎

隣

組

研

削

牌

蹄

純

節

節

釦

鏑

髄

市民 沖縄-修学旅行今後の研究に

平和祈念館予定地を峯備

市民 草取りやり遂げ達成感

市民 先輩の偉大さ体験して実感

長野 ひと模様 チェヨンヒさん

市民 初の地下壕案内達成感と反省と

市民 松代大本営に学ぶ戦争

松代大本営を技る

松代大本営保存が新投階に

市民 郷土研の活動徐々にカを

市民 十分に理解したい ｢長野空襲｣

市民 郷土研究班で勉強になる体験

大本常工事の体験聞く
市長 学園祭で辱別企画 費所造営の操子聴く

fJの松代大本営計画 よみがえる賢所工事の記憶

松代地下吸跡東大生が見学

市民 東大生を案内交流市民 東大生を案内交流

市民 象山地下壕で東大生を案内

市民 ただひたすら練習あるのみ

長野俊英高の郷土研究班 内閣府の表彰決まる

市民 内閣府から25日表彰
市民 地下壕造営の蛾牲者を追悼

市民 追悼式で発表充実感覚える

松代大本営の地下壕を語る

NPO法人発足で集い
市民 梶の菓セミナー松代大本営学ぶ

市民 長野人模様 土屋光男さん

お知らせ 松代大本営について

新関 青少年育成担当大臣表彰を受賞

市民 班活動が評価大きな自信に

青少年育成担当大臣表彰

来月全国集会へ雰囲気盛り上げ

市民 象山地下壕で東大生を案内

(タW) ｢貿所｣位置ほぼ特定

市民 難航 戦争体験テープ起こし

市民●地下壕工事の証言集を発行

感性生かし事実を発掘 戦争とは何か語り継ぎ

戦争の傷跡 生徒同士で

松代地下壕で学ぶ平和
04年度

長野市民 沖縄の児童ら見学 俊英高生徒が案内

琉球新報 長野の高校生ら ｢痛恨の碑｣訪問

信毎 高校生と地下壕研究

信毎(州) みすず調

長野市民 俊英高生の案内で象山地下壕を見学

朝日 戦争の傷跡 後輩に語る 長野西部中生徒に

信毎 長野市松代で ｢悪法の森デー｣

長野市民 ｢松代大本営｣中学生に講並

信毎 県日韓親善協 今日松代の地下壕見学会

沖縄タイムス 長野の戦跡に新たな光

沖縄タイムス 均域社会教育活動

倍毎 県日韓親善協会地下壕を初見学

倍毎(州) 世界に誇れる平和悪法

2004年 7月 3日 読売 第53回読売教育賞決まる
2004年 7月 3日 倍毎 戦争史跡調査が高評価

2004年 7月 5日 信毎 人柿の事業9団体に補助へ
2004年 7月 6日 長野市民 社会人になっても平和を発信したい
2004年 7月17日 読売

髄

節

郁

鴎

釦

俄

釦

髄

削

悶

純

俄

郁

耕

諾

駈

鮪

霊

鶴

2004年 7月26日
2004年 8月14日2004年 8月14日

2004年 8月15日2004年 8月15日

2004年 8月16日
2004年 頭 17日
2004年 8月21日
2004年 8月24日2004年 8月24日
2004年 8月24日

2004年 9月 3日
2004年 9月 7.F
2004年 9月 9日
2004年 9月16日
2004年 9月19日
2004年 9月25日
2004年 9月26日
2004年10月25日
2004年11月 1日
2004年11月 9日

長野俊英高の郷土研究班に賞状贈呈

第53回読売教育算の表彰式
非戦誓う夏

市民 戦争の痛ましさ後世に

陸軍 ｢望月｣士官学校

陸軍士官学校 疎開の謎

陸軍 ｢望月｣士官学校(中)

｢松代｣保存地元に械遅

陸軍 ｢望月｣士官学校(下)

戦争の借伝える手作り案内板

松代大本営で平和誓う

日韓大学生を地下壕に案内

韓国の学生らが松代大本営地下壕跡を見学

高原調

｢マツシロ｣の若き語り部

市民 大本営地下壕学ぶ

市民 カンボジア支援募金や学習効果

職時中の松代大本営周辺は

新聞 郷土研の読売教育賞受賞と生徒指導を巡る教師の体罰

研修の/ト中教具松代大本営秦内

第53回 読売教育貨から ⑳

市民 班活動が評価大きな自身

長野酉高で住民向けセミナー

2005年 4月 2日 長野市民
2005年 4月 2日 朝日
2005年 4月23日 長野市民
2005年 5月 4日 中日
2005年 5月 4日 読売
2005年 5月 4日 朝日
2005年 5月 4日 信毎
2005年 5月10日 長野市民
2005年 6月15日 県民新聞

2085年 6月25日 県民新聞
2005年 7月 5日 県民
2005年 7月 9日 長野市民

_209声年 7月15日 県民新聞
2005年 7月22日 信毎
2005年 7月24日 朝日
2005年 7月24日 倍毎
2005年 7月25日 県民新聞
2005年 8月11日 信毎
2005年 8月12日 信毎
2005年 8月18日 長野市民
2005年 8月25日 県民新聞

05年皮

松代で交流平和学習 沖縄の小学生が地下壕を見学

沖縄の小学生ら松代地下壕

松代めぐりで地下壕を見学

平和を守れ

｢意法のあり方考えよう｣ 各地イベント

憲法記念日 各地で考える集い 改正議論へ の危機感も

｢戦争へ申準｣｢歴史的挑戦｣
平和祈念館建設予定地で草取り

松代大本営1
松代大本営2
松代大本営3
俊英高校生らが松代で出前講座

松代大本営4
千曲の中学生に松代大本営案内

沖縄の子ら見学

沖縄の子 地下壕見学

松代大本営5
地下攻建設時の状況 地元住民らの証言を冊子に

高校生と敬争 体験者が語る

恐怖の記憶 鮮明に

松代大本営6

2005年 9月 5日 松代大本営7
2005年 9月 5日 県民新聞
2005年 9月15日 県民新聞
2005年 9月18日 中日

2005年10且も7日 信毎
2005年10月雪7日 朝日
2005年10月27日 長野市民
2005年11月 1日 借毎
2005年11月 5日 長野市民
2005年11月12日 毎日
2005年11月12日 倍毎
2005年11月24日 長野市民
2005年12月 9日 倍毎
2005年12月10日 長野市民
2005年12月17日 長野市民2005年12月17日 長野市民

2006年 1月 5日 倍在
2006年 1月 5日 長野市民
2006年 1月17日 長野市民
2006年 1月25日 信毎
2006年 2月 4日 週刊長野
2006年 2月 8日 朝日
2006年 3月15日 倍毎

2006年 3月16日 長野市民

2006年 4月 1日 長野市民
2006年 5月 4日 朝日
2006年 5月11日 長野市民
2006年 5月13日 長野市民
2006年 6月 1日 倍毎
2006年 6月12日 倍毎
2006年 6月12日 毎日
2006年 6月12日 朝日
2006年 6月12日 中日
2006年 6月14日 読売
2006年 7月 1日 倍毎
2006年 7月 3日 毎日
2006年 7月 8日 長野市民

2006年 8月 倍毎
2006年 8月 5日 借毎
2006年 8月 5日 朝日
2006年 8月14日 日経(夕刊)
2006年 8月15日 倍毎
2006年 8月15日 借毎
2006年 8月16日 倍毎
2006年 8月17日 倍毎
2006年 8月18日 信毎
2006年 8月19日 倍毎
2006年 8月20日 中日
2006年 8月20日 毎日
2006年 8月20日 朝日
2006年 9月21日 読売2006年 9月21日 読売

2006年10月15日 倍毎
2006年10月1'9日 長野市民
2006年11月12日 信毎
2007年 1月23日 倍毎
2007年 2月 3日 長野市民
2007年 2月26日 朝日
2007年 3月29日 長野市民

2007年 4月11日 倍毎
2007年 4月14日 長野市民
2007年 4月16日 借毎
2007年 4月30日 朝日
2007年 5月 1日 毎日

松代大本営8
松代大本営9
もし原爆が落ちたら-

地下壕ゐ案内家族にも披露

長野俊英高生が救竣募金を委託

福井さん招いて人権教育学ぶ

地下壕案内の高校生頑張れ

長野篠ノ井ライオンズクラブ豊山整備作業250人が参加
松代大本営工事犠牲者を追悼

松代の地下壕で平和を願う催し

象山地下壕を見学 敬争の蟻牡に思い

元工兵 戦争体験語る

俊英高郷土研究班招き 歴史背景など聴く

松代大本営中学生に税明

出前講座で発表緊張したが成功

地下壕の説明充実回る

恩師との出会い 夢は小学校教師

楽しい合唱 頑張りたい

郷土の文化 ･歴史を紹介

平和考えるきっかけに

太平幹敬争下の社会 体験者の証言を聞く

敬争の現実肌で感じて

平和学習テーマの豊野中 松代大本営見学

戦時中の体験 生々しく

06年度

活動の結晶 記録集

悪法守ろう各地で集い

予定地で整備と交流 活動の推進を柾認

南長野JC 地下壕の史実学ぶ

長野俊英高の活動 教科番に

松代大本営地下壕 ｢維持できる環境を｣史完結前向き克言

松代大本営跡 ･象山地下壕 ｢重要性感じた｣
近代遺跡 指定前向き

文科相が地下壕視察

松代大本営文科相が視察

皇族用の車両横型 手作り

松代大本営資料や模型展示

元細見技師招き 敬争体験聴く

職争体験 聞き続けたい

沖縄平和記念館館長ら松代大本営地下壕跡へ

松代大本営テーマの部活視察

高校生敬争を語りつぐ ､

長野空襲の体験報告 ノ
マツシロ 戦後61年目の夏1
マツシロ 敬後61年日の夏2
マツシロ 戦後61年目の夏3
マツシロ 戦後61年目の夏4
マツシロ 戦後61年目の夏5
イスラエル ･パレスチナの若者 相互理解へ対話

イスラエルーパレスチナ ･留学生ら招き交流会

中東の苧生らが松代大本営跡に

松代大本営象山地下壕 枇争の不処理 後世に

土屋 写真

松代大本営の保存活動紹介

モラル向上か?不法投棄減る

苦い体験 語り合う

長野俊英高20年の軌跡
30冊日の記録集発行
｢松代大本営｣証言30冊に
沖縄の児盃らを象山地下壕案内

07年度

松代地下壕の資料展示
私費で展示施設
資料展示施設頭下がる思い
松代大本営

長野俊英高校郷土研究班 ｢松代大本営｣研究の集大成
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｢
れ
き
み
ち
の
家
｣
開
館

｢松
代
大
本
営
｣
資
料
4
0
点

斜
面

修
学
旅
行
で
見
学
企
画

市
民
大
本
営
地
下
壕
研
究
の
展
示
施
設
｢
れ
き
み
ち
の
家
｣
開
館

市
民
県
観
光
協
会
な
ど
韓
国
教
育
関
係
者
招
く

｢松
代
大
本
営
｣
保
存
活
動
2
3
年

教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
｢平
和
｣
の
今
5
松
代
大
本
営
生
徒
が
ガ
イ
ド

来
月
の
訪
韓
で
交
流
深
め
た
い

韓
国
か
ら
修
学
旅
行
生

韓
国
の
中
学
生
が
見
学
ガ
イ
ド
役
は
長
野
俊
英
高
生

市
民
2
0
年
の
平
和
発
信
講
義

人
ふ
で
が
さ
土
屋
光
男
さ
ん

韓
国
の
生
徒
に
地
下
壕
を
案
内

市
民
が
ん
ば
る
学
生
た
ち

松
代
大
本
営
建
設
で
の
強
制
立
ち
退
き

韓
国
の
中
学
生
松
代
の
地
下
壕
を
見
学

市
民
地
下
壕
建
造
時
の
強
制
移
住
を
語
る

戦
時
中
の
強
制
移
住
体
感

6
2
年
目
の
夏
に
宮
入
忠
政
さ
ん

マ
ツ
シ
ロ
の
灯
>
上
<

マ
ツ
シ
ロ
の
灯
>
中
<

マ
ツ
シ
ロ
の
灯
>
下
<

平
和
を
探
す
4
松
代
地
下
壕
の
調
査
研
究

市
民
戦
中
の
強
制
移
住
体
験

地
下
壕
案
内
で
生
徒
成
長

本
｢大
本
営
｣
を
資
料
館
に

住
民
の
苦
難
浮
き
彫
り
に

強
制
立
ち
退
き
住
民
地
図
完
成

市
民
強
制
移
住
の
実
澄
展
示

取
ほ
し

松
代
大
本
営
の
竣
工
事
強
制
移
住
の
地
図
舞
成

松
代
大
本
営
地
下
壕
長
野
俊
英
高
生
徒
千
曲
で
研
究
発
表

長
野
俊
英
高
校
郷
土
研
究
班
浮
か
び
上
が
る
｢戦
争
の
本
質
｣

第
1
2
回
倍
毎
選
賞

市
民
｢
れ
き
み
ち
の
家
｣
な
ど
3
件
｢松
代
斎
観
賓
｣
に

｢
れ
き
み
ち
の
家
｣
な
ど
表
彰

市
民
.栄
え
あ
る
第
10
回
城
下
町
ま
t
後
町
町
並
み
景
観
賞
受
賞

ご
み
拾
い
し
て
意
識
変
わ
っ
た

市
民
｢
松
代
景
観
賞
｣
3
件
を
表
彰

市
民
全
校
生
徒
の
前
で
活
動
内
容
を
発
表

長
野
松
代
で
3
件
に
町
並
み
景
観
賞

輝
く
前
途
括
鑑
を
期
待

斜
面

長
野
の
水
墨
画
家
､
｢
れ
き
み
ち
の
家
｣
に
寄
贈

地
下
壕
案
内
の
高
校
生
に
感
謝

市
民
松
代
地
下
壕
の
絵
寄
贈

し
ら
か
ば
帳
松
代
大
本
営

伝
え
続
け
た
い
地
下
壕
の
真
実

市
民
れ
き
み
ち
の
家
管
理
の
小
川
さ
ん
松
代
の
歴
史
を
授
業

松
代
大
本
営
建
設
工
事
の
従
事
者

松
代
大
本
営
国
史
跡
指
定
へ
市
に
協
力
要
請

市
民
活
動
を
市
長
に
報
告

高
校
生
｢
史
跡
指
定
を
｣

長
野
俊
英
高
生
徒
住
民
ら
市
長
訪
問

長
野
国
史
跡
指
定
に
協
力
要
請

立
ち
退
き
証
言
聞
く

沖
縄
戦
ガ
イ
ド
の
琉
球
大
盤
を
案
内

市
民
市
民
と
N
P
O
の
ひ
ろ
ば

長
野
俊
英
高
に
功
労
賞

新
報
長
野
俊
英
高
に
感
謝
状

市
民
接
ノ
井
東
中
象
山
地
下
壕
を
見
学

ニ
ュ
ー
ス
プ
ラ
ザ

0
8
年
度

お
知
ら
せ
信
州
松
代
れ
き
み
ち
の
家
開
館
1
周
年
記
念
行
事

松
代
大
本
営
残
し
戦
争
語
り
継
ご
う

ル
ー
マ
ニ
ア
の
大
使
松
代
大
本
営
を
見
学

高
校
生
が
歴
史
を
説
明

市
民
ル
ー
マ
ニ
ア
の
大
使
が
来
校

長
野
台
湾
の
高
校
生
を
案
内

長
野
｢
れ
き
み
ち
の
家
｣
1
周
年
記
念
号

市
民
調
査
記
録
を
冊
子
に

N
I
E
の
実
践
校
構
え
る
こ
と
な
く

交
流
で
来
日
韓
国
の
一
行

N
I
E
食
料
価
格
の
高
騰
記
事
か
ら
考
え
る

松
代
地
下
壕
に
交
流
所

高
校
生
が
松
代
大
本
営
の
土
産
物

戸
倉
上
山
田
中
生
松
代
大
本
営
学
ぶ

市
民
地
下
壕
パ
ン
フ
を
作
成

市
民
＼吸
英
高
生
が
案
内
役

市
民
松
代
町
竹
山
町
の
住
民
山
寺
常
山
邸
な
ど
6
ヵ
所
に
七
夕
飾
り

長
野
空
封
語
り
継
ぐ

戦
争
｢
忘
れ
ぬ
｣
松
代
大
本
営
の
姿
お
土
産
の
ベ
ン


